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闘犬農場にお狩る直売周枝豆栽培
山 奥 隆
(クロッピングシステム部門)
当農場では土地利用型作物でしかも直売しやすい
作目を模策する過程で枝豆に着目し,1980年からそ
の栽培を開始した｡技術的諸問題に改善を加えなが
ら,ようやく安定的な主要作目になったので枝豆栽
培の概要を報告する｡
L クロッピングシステム部門
岡山大学農学部附属農場はキャンパス内にある農
場での農場実習とともに生産物直売を大きな特色と
している｡年間を通じて一般市民に購入してもらい
米･牛を除く多種類の生産物を販売している｡農場収
入の約3分の1が販売所収入である｡
当農場の運営組織としてはクロッピングシステム
部門,装置化生産部門,汎用耕地部門,山地畜産部門
の4部門がある｡このうちクロッピングシステム部門
は枝豆･バレイショ･カンショ･カンラン･ダイコン｡
ニンジン･ホウレンソウ･サトイモなど畑作を受けも
つ｡この部門では農場実習の多様化,｣二地の高度利
用,販売品目の多様化,輪作体系の確立をねらいとし
て作目の選定を行ってきており,作目数は30近くに
及ぶ｡当部門の経営面積は155a,作付け延べ面積は
209aで∵ある｡
農場実習への多様な素材を提供している部門であ
り,いっぽうで部門の販売収入は年間約500万円余り
になり,農場収入の一端を担っている｡
2.枝豆栽培の経緯
1980年より小規模栽培から始め,次第に規模を拡
大して,現在では栽培面積22a,販売収入約60万円
である (第1表,第1図)｡直売用であるため,連続
的に収穫できるように,ガラス温室 .どこ-)Lハウ
スF露地を組み合わせた栽培とし,品種と播種期にも
工夫を加え,また低コスト化もはかった｡
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第1表 枝豆生産の推移
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第1図 枝豆販売収入の推移
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3.作型
品種と作期を組み合わせて9つの作型を採用して6
月上旬から10月中旬にかけて販売できるようにした0
4品種を用い,10回程度に分割して播種し,ほぼ 1週
間毎に収穫する体系をとっている｡
これら作型を体系化するためには,これまで蓄積
した播種目と収穫期の相関関係のデータが極めて有
効な資料となった｡すなわちこれまでの品種別栽培
実績から播種目一収穫日の回帰式を求め,式に基づ
いて収穫予定日から播種日を算出できるようになっ
た (第2表)｡収穫期にあわせた播種期の決定がかな
り確実に行えるようになった｡
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第2表 音酎塾削 こよる収穫日予測表☆
播種日 収穫予測日 播種日 収穫予測日
1月暦日月 日 1月暦日 月 日 1月暦日月 日 1月暦日月 日
?????????????????? ?????????? ?? ??????????〔??
★一部抜粋,品種:北海黒豆
?????? ??????????? ?????????? ?? ???? ????
4.耕=種概要
品種としては,サッポロミドリ･宝石 ･北海黒豆 ･ 室 ･ビニールハウスでは前作のマルチした畦を再利
丹波崇の4品種を採用 している (第3表)｡ 用している｡
作付けはガラス温室 ･ビニールハウスおよび 露地 施肥は,N･P205･K20を10a当たり各2.7kg･10kg･
で,播種は人力または人力播種機による｡ガラス温 12kg施肥 し,基肥重点としている｡
第3表 1996年の枝豆における作型別の播種期と収穫期
区 圃場 面積 品種 播種月日 収穫月日
実施 予測 実施
温サ1 温室C 2.0 サッポロミドリ
温サ2 温室C 1.5 サッポロミドリ
ハウ宝 ハウス1 2.0 宝石枝豆
宝1 西3
宝2 西3
宝3 西3
北1 西3
北2 西2
北3 酋 2
3.0 宝石枝豆
3.0 宝石枝豆
3.0 宝石枝豆
3.0 北海黒豆
3.0 北海黒豆
2.5 北海黒豆
0304 0613
0313 0619
0415 0704 0703
0417 0706 0710
0502 0716 0723
0513 0724 0730
0527 0809 0802
0605 0814 0812
0613 0819 0827
丹1 西 1 2.0 丹波崇 0626
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マルチ栽培の場合は畦幅60cm,株間21cm,2粒点
描で,露地栽培の場合は畦幅80cm,株間23cm,2粒
点描である｡播種時の鳩害対策として防鳥ネットを
張る｡
除草体系としては,播種直後の土壌処理剤 (除草
刺:ラッソー乳剤とロロックス水和剤の混合)を用い
る｡
中耕培土は2-3本葉期に乗用管理機で行い,倒伏 ･
排水 ･除草対策としている｡
病虫害対策は,殺虫剤は2-3回として農薬は極力少
なくしている｡
水管理は全圃場に濯潤設備 (40mmパイプ配管)が
あり,生育初期はビニールチューブ (エバ-フロ -ー
ホース)で滑水して発芽をスムーズに確保し,以降は
スプリンクラーによる潅水である｡自動湛水電磁弁
(24時間･週間散水プログラム可能 ･9V電池駆動)ち
自作し省力化と適期潅水を行っている｡
収穫は根本から暫定鉄で切り取り,葉付きのまま
結束機で結束する｡
連作障害を防止するため他作目との輪作に留意し,
ダイズは1圃場につき3-4年に一度の作付けとしてい
る｡
5.今後の課題
以上のように一応の技術体系が確立したが,技術的
改善の余地も残している｡まず初期生育の確保につ
いて,4月播種区は生育初期の低温のため,立毛不良
(発芽不良)が多発しやすい｡この対策としては,移植
栽培･トンネル栽培などが考えられるが,コスト面で
問題がある｡
次に播種直後の濯水に改良を加えたい ｡この時期
の潅水方法は発芽の良否に影響が大きいと思われる｡
前述の方式で霧状散水が可能で,土壌表面の固化な
どの問題は生じていないものの濯水時期と1回の濯
水量を改善して良好な立毛を確保したい｡
低コス ト化及び労力の省力化のためのビニールマ
ルチを再利用しているが,前作と後作の作目の設定
に一層の工夫をしたい ｡
品種についても,高収量 ｡高品質の選択,中晩生品
種の活用による作期ならびに収穫適期の延長などを
課題としたい｡中晩生の栽培は過去には一部実施し
ていたが,中生品種北海窯豆を採用したことや後作
目との競合から取りやめていた｡
以上のように枝豆は当部門の基幹作目のひとつで
あるが,イネ科の トウモロコシ,イモ類のバレイショ
とともにマメ科作物としてのダイズは作付け体系の
上でも一層重要な作目になると考えている｡
6.謝辞
本研究のとりまとめに当たり,ご指導とご鞭連を
賜りました農場主事であり農地生産力開発講座の教
授である黒田俊邦先生に深甚なる謝意を表します｡
(本報告は平成 9年度に開催された中国･四国地区附
属農場協議において発表した要旨である｡)
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和牛特定系統の経絡 ◎造成を芸お狩る鰹移植技術翰利欄と誉め威鶴
米田-裕*｡野久保 隆 ◎石田正記 ◎奥島史朗 ◎
岸田芳朗 o河本泰生 ¢佐藤勝紀*
(山地畜産部門 ｡☆動物遺伝育種学分野)
緒言
牛の改良を目的とした腔移植は,能力の高い牛よ
り過剰排卵誘起 した腔を能力の低い牛あるいは未経
産牛に移植することで後継牛を生産し,早期に高能
力牛を増産することに利用されている｡この肱移植の
技術は高能力牛の効率的生産のみならず,系統牛集
団の維持や造成にも有用な手段であることが報告さ
れているLi)｡
本学農学部付属農場津高牧場 (以下,津高牧場)に
は,岡山和牛である滴国∴F前系の系統牛が維持され
ている｡そこで,津高牧場では当場で飼育されている
系統牛を腔移植の技術を用いて維持,造成すること
を目的として,平成6年より優良繁殖雌牛から腔を採
取し,凍結保存を行い,さらに,腫移植を行うシステ
ムを採用し,このシステムによる腔移植の試験研究
を進めている｡
本研究では津高牧場において,平成7年5月から9
年12月までの2年8ケ月にわたる艦移植の成績につい
てまとめ,今後の課題について検討した｡
材料と方法
供粧牛は津高牧場の延べ 15頭の経産牛を用いた｡
腔移植のための受粧牛は,供腫牛と同様な性周期の
ものを選定した｡また,性周期の一致しないものは事
前にプロスタグランジンF2α剤 (pG)処理を行
い,発情を誘起させることで性周期を同期化させた｡
歴移植した受腫午は延べ31頭であった｡
生体に由来 した腔を採取 して腔移植を行うにあ
たって,まず過剰排卵処理と採卵を行った｡過剰排卵
処理は,図1に示した方法で行った｡牛の発情周期に
合わせて黄体期 (発情後9日から13日日)に卵胞刺
激ホルモン剤 (FSH)を減量授与して,予め卵胞を
多数形成させ,その後,pGを授与して黄体の退行を
促し,卵胞を発育,排卵させた (発情誘起)｡発情を
確認した後,人工授精 (AI)を2回行い,1回目の
人工授精から7日目に採卵を試みた｡採卵は左右の子
宮角を非外科的に濯流し,潅流液より腔を回収した｡
次に,検卵後,品質の良いAまたはBランクの移植
可能艦 (後期桑実歴-初期腔盤胞)は,新鮮腫移植或
いは凍結保存処理を行った｡新鮮腔移植は,移植可能
肱を1卵ずつ腔移植用ス トローに修正リン酸緩衝液
(PBS)と共に封入し,午専用の肱移植器を用いて
受腔牛の腔から挿入し,子宮深部に腔を注入した｡凍
結保存処理は,以下の方法で行った｡20%子牛血清加
修正PBSを基本液に10%エチレングリコールと0.1
Mシュクロースを耐凍剤に用い,これを凍結液とし
た｡凍結液と腔を1卵ずつ封入 した腔移植用ス ト
ローはプログラムプリ-ザ一にて-30度まで冷却後,
液体窒素に投入し,使用直前まで保存した｡凍結一融
解腫移植は,凍結保存しておいた腫移植用ス トロー
を30度の温湯で融解し,直ちに上記の新鮮腫移植と
同様の方法で受腫牛へ移植を行った｡受腔牛の受胎
の判定は妊娠40日から50日目に超音波診断により
行った｡
1日 2日 3日 4日 5日 6日 12日
発情後9日-13日目 発情
FSH al15 4 3 AI
投与量(24AU) pm 5 4 3 AI
PG al1 3
投与量(3ml)
図1 採卵のための横距牛への過剰排卵処理と人工授精方法
22 岡山大農場報告 No2() 1998
｢ 十
採 卵
結果及び考察
衷1に示すように,延べ15頭の供艦牛について採
卵を行った結果,合計176個の腔が回収され,1頭あ
たりの平均は11.7個であった｡各個体の採卵数は1
-32個と大きなばらつきがあった｡この原因として
過剰排卵処理に使用されるホルモン剤 (種類,投与
量),牛の個体差 (品種,系統,年齢,産歴など),季
節,飼養環境及び飼料給与方法,さらに,牛の栄養状
態などの影響が報告されている1.3)0本研究では,ホ
ルモン剤投与や飼料給与方法については一定量,一
定条件で行っていることから,採卵数のばらつきは
牛の個体差,特に,年齢,産歴の違いや飼養環境によ
る影響が大きいと考えられた｡
表1
*平均値/合計
(最小数-最大数)
次に,移植可能腔数は合計94個で,1頭あたりの
平均は6.3個となった｡一般に農家において滴足しう
る移植可能粧数は7-10と報告されており3),本研
究の結果はこの数に近い値が得られていると考えれ
る｡移植可能腔数においても,採卵数と同様に各個体
で大きなばらつきがあった｡また,採卵数は比較的多
いにも関わらず,未受精卵や変性卵が多く,移植可能
肱が少ない個体が認められた｡その原因としては,こ
れまでの報告2)によると,未受精卵が多く認められ
る場合,用いた精液の性状,人工授精のタイミングが
考えられており,また,変性卵が多い場合,ホルモン
剤の残留や飼養条件,特に飼料の変化による子宮内
環境への影響などが挙げられており,本研究におい
てもこれらの要因に起因することが考えられた｡
採卵成績
採卵数 移植可能肺
? ?? ?
? ????????〜?〜〜???
?
?? ???
5.2/47
(1- ll)
18/ 36
(9- 27)
2,8/ll
(0- 7)
ll.7/176 6.3/94
(1- 32) (0-27)
表2 受精卵移植成績
新鮮腫移植 凍結一融解肺移植 合計
移植肱数 6
受胎数 3
受胎率 (%) 50
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表2は腔移植の成績について示した｡移植に用いた
腔数は,新鮮腔が6個,凍結一融解腔が24個であっ
た｡受胎を確認した数は新鮮腔移植で3頭,凍結腫移
植で12頭となり,受胎率は新鮮腔移植,凍結一融解
腔移植でそれぞれ50%,44%であった｡平成6年の
全国の受精卵移植実施状況 5)では,肉用牛の受胎率
は,新鮮腔移植で44.1%,凍結一融解腔移植では44.3
%,また,平成7年度では,新鮮腔移植で52%,漢
結一融解惟移植では47%と報告されており,さらに,
平成8年度の岡山県総合畜産センタ-内での肉用牛
腔の受胎率は,新鮮腫移植で41.7%,凍結一融解腔移
植では42.1%であった (私信)｡本研究の結果は,こ
れまでの報告の値に近いことが亭忍められた0本研究
では受胎確認後,新鮮腔移植した1個体で流産が確認
され,受胎した個体は合計13頭になった｡そのうち
12頭がすでに分娩しており,雄が7頭,雌が5頭で
あった｡
このように,津高牧場において行われている腔移
植を用いた系統牛の維持 ･造成のシステムは順調に
運用されており,平成6年の開始時より7年4月まで
の腔移植の成績を加えると,生産された個体は合計
17頭となり,現在,保存されている凍結腔数は78個
である｡
今後の検討課題としては,優良個体である供卵牛
の過剰排卵誘起処理において高くてかつ斉-した反
応性を得るため,牛の生理的状態を考慮したホルモ
ン剤投与方法の検討,ならびに一定した環境条件下
での飼養管理が必要であると考えられる｡また,近交
係数の急激な増加を避けるために,幾つかの種雄牛
の確保が必要である｡しかし,本系統の種雄牛は数が
24 岡山大農場報告 No.20 1998
少なく限られてくることから,本系統の種雄牛の造
成に取り組むか,同じ岡山和牛の中で供肱牛とは異
なる系統を用いて交配計画の検討をはかる必要があ
ると考えられた｡さらに,必要に応じて求められる性
別の午の確保のため,津高牧場において腔移植以前
に性判別を行うシステムの確立が必要になると考え
られる｡
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修2 上原 健一 ブドウの新梢生長と花芽形成に及ぼす長日
処理の効果
修2 佐藤 貴之 水稲の直橋栽培における品種適応性に関す
る研究
修2 村木 智裕 水稲品種の乾物生産に及ぼす暗呼吸の影響
修1 和田 達也 ブドウ ビ`オ-ネ'の果実着色に関する研究
修1 土居 寿幸 水稲の乾物生産と暗呼吸に及ぼす窒素濃度
影響
修 1 速水 敏史 有機栽培水稲の養分吸収特性と米飯の食味
との関係
学4 永田 裕 畑地からの汚濁流出負荷量単位の推定
学4 楠原 清文 モモとカキの芽の休眠の様相ならびにその
打破について
学4 松田 佳子 ブドウ果粒のアントシアニン蓄積に及ぼす
紫外光の影響
学4 横山 直美 ブドウ 藤`稔'の裂果発生と果実形質との
関係
学4 甲斐 修一 水稲の乾田直播栽培における適応性の品種
間差異
学4 丹治 一幸 有機栽培継続7年目における水稲の生育収
量と動物相の動態
学4 千綿 龍志 土壌水分の低下がダイズの生育収量に及ぼ
す影響
学4 米谷幸一郎 穂による遮光程度が水稲の乾物生産に及ぼ
す影響
学4 涌井 信子 無限伸育型ダイズ品種における花器の分化
発育に関する解剖学的観察
学4 吉岡 敏恵 アブラナ科作物害虫コナガに関する研究
学4 岡崎 愛子 アゾラを導入した合鴨水稲同時作に関する
研究
利用分野 (学部) 指導教官
環境理工学部
果実発育調節学 岡本 五郎
矧徐生態学 中筋 房夫
農地生産構造学 黒田 俊郎
施設生産管理学 久保田尚浩
施設生産管理学 久保田尚浩
農地生産構造学 黒田 俊郎
農地生産構造学 無用 俊郎
施設生産管理学 久保田尚浩
農地生産構造学 黒田 俊郎
農地生産構造学 崇柑 俊郎
農地整備学 長堀 金造
施設生産管理学 久保田尚浩
施設生産管理学 久保田尚浩
施設生産管理学 久保田尚浩
農地生産構造学 黒田 俊郎
農地生産構造学 黒田 俊郎
農地生産構造学 異相 俊郎
農地生産構造学 栗田 俊郎
農地生産構造学 黒田 俊郎
防除生態学 中筋 房夫
山地畜産開発学 河本 泰生
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<平成9年度>
区分 氏 名 研 究 課 題 利用分野 指導教官
教員 古賀 隆治 水田における大気中メタン濃度の動態測定
博2 落合 俊紀 サ トイモ科の系統進化に関する研究
博2 ワワン へルマワン 摂食阻害物質アンドログラホイドを用いた
キャベツ食薬性害虫被害に関する研究
博2 タリフ マハメド Yieldestablishmentofsoybeanwith
specialreferencetoracemeorder
博1 カンホ マスク-ド 小麦の耐塩性に関する品種差異について
アハメド
修2 和田 達也 ブドウ ピ`オーネ'の果実着色に関する研究
修2 土居 寿幸 水稲の乾物生産と暗呼吸に及ぼす窒素濃度
の影響
修2 速水 敏史 有機栽培水稲の養分吸収特性と米飯の食味
との関係
修 1 米谷幸一郎 水稲の群落の生産構造
研 李 立軍 深水処理が水稲根の伸長に及ぼす影響
学4 大野 淳 ブドウ ビ`オ-ネ'の新梢生長と花芽形成
に及ぼす光照射方法の影響
学4 曽根 博 ブドウ宋粒のアントシアニン蓄積に及ぼす
紫外光 (w A)の効果
学4 田淵 史子 モモ 清`水白桃'における生理的落果と果
実発育との関係
学4 鐘ケ江修司 農業用ロボットの安全性に関する基礎研究
学4 藤田 幸 サイ トカイニン処理がダイズの開花 ･結実
に及ぼす影響
学4 大滞 知里 ダイズにおける花器脱落の解剖学的観察
学4 大中 隆史 早晩生の異なる水稲品種の生長効率
学4 松村 美保 有機栽培水田に生息する動植物個体群の動
態と水稲の生育収量
学4 室田 歳明 多収性水稲品種の乾物生産特性
学4 益臼 孝志 アゾラー合鴨水稲同時作に関する研究
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工学部
植物細胞育種 吉野 斯道
防除生態学 中筋 房夫
農地生産構造学 黒田 俊郎
環境理工学部 足立 忠司
施設生産管理学 久保田尚浩
農地生産構造学 崇H 俊郎
農地生産構造学 黒田 俊郎
農地生産構造学 黒田 俊郎
農地生産構造学 黒田 俊郎
施設生産管理学 久保EH尚浩
施設生産管理学 久保田尚浩
施設生産管理学 久保田尚浩
農業生産システム工学
農地生産構造学
農地生産構造学
農地生産構造学
農地生産構造学
農地生産構造学
山地畜産開発学
近藤 直
黒田 俊郎
黒川 俊郎
黒田 俊郎
黒田 俊郎
黒H 俊郎
河本 泰生
1∴ Ll.';.:i日日 t:l･罠11:I.I.Ilk.LF.-!日;:,.･十 :.;'･:I;:/吊 .I:.I.:.済./･;･ =!..,
<平成8年度>
Y.Kishida:
IntegratedFarmi王lgSystemofCrossbredDuckMeatRiceProductioninPaddyFieldsUtilizingAzola
Proceedingsofthe8thAAAPAlimalSciencel壬363-371
<平成9年度>
M.Monta,N.Kondo,K.Nakatsuka:
HumanSensingSystemforSafetyAgriculturalRobot,PreprintsoftheInternationalWorkshoponRobotics
andAutomatedMachineryforBio-productions,165-170
VietXuanNguyen,H.YoshinoandM.Taharra.:
KaryotypeanalysisondiploidandtetraploidofAlocasiaodora(Roxb.).AROIDEANA,Journalofthe
lnternationalAroidSociety.(inpress)
VietXuanNguyen,H.YoshinoandM.Taharra.
Phylogenetyicanalysisoftaro(Colocasiaesculenta(L.)Schot)andrelatedspeciesbasedonesterase
isozymes.ScientiflCRepolsoftheFacultyofAgricultul･e,OkayamaUniversity.87.133-139
岸田芳朗 :
合鴨水稲同時作に関する基礎技術,合鴨通信,全国合鴨水稲会.21.16-19
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･ 十 ㌦∴ ･∴ 斗 ･.!･一･∴･ I:､･･ ･一 ･
<平成8年度>
久保田尚漕 ･河村恵子 :
ブドウ 藤`稔'の裂果発生に及ぼす台木の影響.園芸学会中四国支部研究発表要旨35号 :5
上原健一 ･久保田尚浩 :
各種ランプによる長日処理がブドウ ビ`オ-ネ'の新梢生長に及ぼす影響.園芸学会雑誌65(別2):246-247
数種ランプによる長日処理が加温時期の異なるブドウ3品種の新梢生長に及ぼす影響.園芸学会雑誌65(別2):248-249
久保田尚浩 ･重松あかね ･片岡郁雄 :
ブドウ呆粒のアントシアニン蓄積に及ぼす紫外光 (UV-A)の影響.園芸学会雑誌65(別2):2501251
芝野保徳 ･近藤 直 ･門田充司 ･中司憲持 :
農業用ロボットの安全システムに関する基礎研究,農業機械学会関西支部報,第82号 :81-82
門田充司 ･近藤 直 .鐘ケ江修司 :
農業用ロボットの安全性に関する基礎研究 (2)-マニピュレータの制御-農業機械学会関西支部 第99回例会
岸田芳朗 ･字津宮尚子 :
アゾラ導入水日ヨでの合鴨水稲同時作.,第6回全国合鴨フォーラム講演要旨,73-74
岸川芳朗 :
アゾラを組み入れた合鴨水稲同時作の可能性,第1回アジア合鴨シンポジウム-発表要旨,59-64
岸田芳朗 ･古野隆雄 ･宇津営尚子 :
養分循環型としての合鴨水稲同時作に関する研究-アゾラの導入が水稲と合鴨に及ぼす影響-,総合農学学会春季大
会講演要旨
岸田芳朗 ･字津宮尚子 :
養分循環型としての合鴨水稲同時作に関する研究-アゾラの導入が水稲と合鴨に及ぼす影響-総合農学学会春季大会
講演要旨
<寧成9毎度>
横山直美 ･久保H尚漕 :
ブドウ 藤`稔'の裂果発生と呆粒発育との関係.園芸学会中四国支部研究発表要旨36号 :12
久保田尚浩 ･楠原酒文 :
モモとカキの芽の休眠の様相およびその打破について.園芸学会雑誌66(別2):150-151
松田佳子 ･久保田尚浩 ･杉山明正 ･片岡郁雄 :
ブドウ呆粒のアントシアニン含量とその組成に及ぼす紫外光 (UV-A)の影響.園芸学会雑誌66(別2):2241225
Nguyen,VietXuan･吉野酎遣 ･EEl原誠 :
二倍体サ トイモ(Colocasiaesculenta(L.)Scho仕)のアイソザイム変異と遺伝｡育種学雑誌47(2):148
落合俊紀 ･El原誠 ･吉野熊道 :
RAPD法によるサ トイモ近縁種の類縁関係.育種学雑誌47(2):149
禾藤晴子 ･田原誠 ･吉野酎道 :
PCR増幅葉緑体DNAの多型によるサ トイモ科植物の類縁関係,育種学雑誌47(2):150
岸凹芳朗 ･岡崎愛子 ･益田孝志 ･宇津宮尚子 :
アゾラー合鴨水稲同時作における生産技術の到達点と課題,第8回全国合鴨フォーラム講演報告集,57-62
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<平成9年度>
色クロッピングシステム部門
研究成果
担当者 :山奥隆
(1) 課題 :
栽柏密度がホウレンソウの収量におよぼす影響
(2) 目的 :
1穴本数を変えて収量への影響を明らかにすること
(3) 材料と方法
試験圃場 :南3号 栽培面積 :0.6a
品種 :パレード 耕 起 :10月2日
施肥 :10月2日 マルチ :10月2日
マルチ穴直径 12011m
播種日 :10月6日 収穫日:11月17日
畦幅 :60cm l畦2条 株間 :15cm
播種呈 :1穴20粒
1穴本数(3区):疎植区5本/冗
中間区10本/穴 密植区15本/穴
栽植密度 :55.6個体/nf区 111.1個体/m2区
166.6 個体/Ilf区
間引き:10月20日 区ごとに所定本数
(4) 結果
ホウレンソウのビニールマルチ栽培(1穴直径
120mm)を行ない疎植区 ･中間区 ･密植区の3区を設
け,各区7穴について1穴当たり生体垂 ･1個体生薬
数を調査した｡
第1表は施肥量を示した｡各区とも同量で行い全量
基肥とした｡
第2表に各区の1穴当たり平均生体重と1個体生体
垂平均を,第1図に栽植密度による1穴当たり生体垂
と個体当たり青葉数の相違を示した｡密植区の生体
重が258g/穴で大きく密植区は127g/穴と半分で
あった｡1個体生体垂は疎植区が25gに対して密植区
は17gで差が小さかった｡
第 1表 施肥量(全量基肥)kg/10a
N P205 K20
16.0 16.0 16.0
第2表 栽植密度がホウレンソウの収量におよぼす影響
1穴本数 1穴当たり 個体当たり 収量
生体垂★ 生体豆
本 g g g/m2
疎植区 5 127±14 25 1411
中間区 10 206±38 21 2289
密梱区 15 258±27 17 2867
☆7穴平均値±標準偏差.
第1図には栽植密度による1個体青葉数の相違も示
した｡疎植区の13枚に対して中間区の12枚,密植区
では11枚と言葉数では大きな差異は見られなかっ
た｡
?
?
?
(拷)
300
250
200
15()
100
5()
0
巨
栽植密度
･?'*2;OL
栽植密度
第1図 栽培密度による1穴当たり生体量と
個体当たり青葉数の相違
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(5) 考察
播種日から42日後に収穫を行なった調査では前述
の結果であったが,観察によると生育が進行すると
密植区は通風が悪く枯葉が多くなった｡その結果品
質の低下になり収量も減少 した｡一方疎植区では1個
体生体垂は増大 し品質の変化は小 さく収量は増大 し
た｡中間区はやや枯葉が生 じたが密植区ほどの品質
の低下は見られなかった｡以上から収穫の面では密
櫨が有利と考えられた｡しかし密櫨では下葉の枯上
がりが特に収穫期後半に生 じる恐れが大きいと思わ
れ,密植区の1穴15粒播種では収穫は収穫期前半に
行ない,疎植区は後半に行う体系が総合的に見て有
利であると思われる｡
当部門のホウレンソウ ･マルチ栽培は1穴10-15粒
播種を行なってきたが,本試験の結果から各収穫時
期に応 じた播種量の設定を今後工夫 したい｡
継続中の課題
担当者 :山奥隆
(1)圃場別土壌の栄養診断一窒素 ･リン酸 ･が ノ･有
機物について
(2)ホウレンソウにおける最適栽植密度
(3)ダイズ品種丹波黒を用いた枝豆栽培
因汎用耕地化部門
継続中の課題
担当者 :多田正人
(1)大型機械による水稲栽培の省力化
(2)水稲栽培における緩効性窒素肥料の肥効試験
(3)水田の地力向上に対する生わら連用の効果
闘装置化生産部門
栄樹部
研究成果
担当者 :片岡衛 ･近藤毅典
(1)課題 :果樹栽培の省力化に関する研究
(2)概要 :生産者の高齢化や労働力不足に対応した省
力的かつ実際的な栄樹の栽培技術の開発を目指す｡
平成 9年度はブ ドウのジベレリン処理へのスプレー
式処理機の導入を試みた｡スプレー式処理機は,従来
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のプラスティックカップによる方法に比べて2倍程
度のスピー ドで処理が可能で,2倍近くの薬量が必要
なことなど生産現場での利用には課題も残るものの,
この方法を導入することによって,大規模に処理時
期の近い品種を生産するような場合などに,大幅な
省力が期待できるものと推察された｡
継続中の課題
担当者 :片岡衛 .近藤毅典
(1)教育研究用果樹園の設計および管理に関する研究
教育効果の高い見本園の設計や実習効果の高い樹
形の開発,実験材料として利用される果樹にふさわ
しい栽培管理法の開発などが主な課題である｡
そ菜 ･花き部
担当者 :松口政紀 ･高田圭太
継続中の課題
(1)貯蔵温度,貯蔵期間および植物生長調節物質がピ
ンクカラーの花芽分化に及ぼす影響
(2)定植時期が芽なしギクの切り花品質に及ぼす影響
圏山地畜産部門
研究成果
平成 9年まで取 り組んだ腔移植技術に関する試験
研究の成果は,本号の試験研究 ｢和牛特定系統の維
持･造成における腔移植技術の利用とその成績｣とし
て報告 した｡
継続中の課題
担当者 :野久保隆 ･石田正記
(1)山地畜産開発による肉用牛牧場の生産技術体系
(2)受精卵移植技術を用いた岡山和牛 ｢清国 ･下前系｣
の改良
(3)放牧草地の集約的利用管理技術の体系化
(4)放牧による野草地の省力管理技術の体系化
･∴. 品 二十.膏.･i'.I･:喜.5!:./;i:.'
(1)水生シダ植物アゾラ
平成8年度配布先:
1)福岡県 :ふくおか合鴨水稲会
2)広島県廿日市地域農業改良普及センター
3)東京都 :アゾラ研究者 (元三重大学教授)渡辺巌
4)岡山県 :パララギ農園
5)岡山県 :原田農園
6)香川県 :香川県合鴨水稲同時作研究会
7)鹿児島大学農学部家畜管理学研究室
平成9年度
1)和歌山県 :わかやま合鴨水稲会
2)広島県 :吉田地域農業改良普及センタ-
3)香川県 :西部農協
4)岡山県 :県立興陽高校
5)滋賀県 :Lが合鴨水稲研究会
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